
　

国
鉄
新
聞
第
三
〇

〇
〇
号
発
行
記
念
の

集
い
に
参
加
す
る
機

会
を
得
た
。
大
先
輩

方
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
述
べ
ら
れ
て
い
た

が
、
旧
総
評
役
員
経

験
者
が
話
さ
れ
た
言

葉
が
自
分
に
は
強
く
印
象
に
残
っ

た
。
そ
れ
は
、「
活
字
の
重
要
性
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
活
字
離
れ

が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
組
合
員

に
情
報
を
伝
え
、
運
動
に
自
信
と

確
信
を
持
た
せ
る
た
め
に
も
活
字

で
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
と
い
う

主
旨
。
斜
め
読
み
と
駄
文
が
ほ
と

ん
ど
の
自
分
に
と
っ
て
は
耳
の
痛

い
話
で
あ
っ
た
が
、
い
わ
れ
て
み

れ
ば
至
極
当
然
の
こ
と
。「
四
文

字
熟
語
の
駆
使
と
ま
で
は
い
か
な

い
も
の
の
、
せ
め
て
人
に
読
ま
れ

る
文
章
く
ら
い
書
き
た
い
も
の

だ
」
と
改
め
て
感
じ
て
い
る
▼
中

学
二
年
に
な
る
甥
っ
子
の
宿
題
で

「
職
業
」
に
つ
い
て
調
べ
る
と
い

う
の
が
あ
り
、
協
力
を
求
め
ら
れ

た
。「
何
の
為
に
働
い
て
い
る
の

か
？
」
と
の
問
い
に
、
し
ば
し
自

問
自
答
。
返
し
た
答
え
は
、「
一

つ
は
賃
金
を
得
る
た
め
。
け
れ
ど

も
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
公
共
交

通
機
関
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て

い
る
鉄
道
と
い
う
仕
事
に
『
や
り

が
い
』
や
『
働
き
甲
斐
』
を
感
じ

て
い
る
か
ら
。
人
間
は
働
く
こ
と

に
よ
っ
て
『
生
き
が
い
』
を
感
じ

る
動
物
だ
と
思
う
」
と
し
た
。
正

し
い
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

け
れ
ど
も
、
人
間
が
働
く
こ
と
に

喜
び
や
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と

は
間
違
い
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。

し
か
し
、
一
〇
四
七
名
の
仲
間
が

そ
の
働
く
喜
び
を
奪
わ
れ
て
か
ら

二
三
年
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
あ
ま
り
に
も
長
く
、
人
道
上

か
ら
も
一
日
も
早
い
政
治
的
・
全

体
的
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
論
を
俟
た
な
い
▼
公
明
党
・
弘

友
参
議
院
議
員
の
質
問
に
政
府
は

「
対
応
策
が
必
要
な
時
は
し
っ
か

り
と
対
応
し
た
い
」
と
答
弁
。
い

ま
ま
さ
に
言
葉
の
重
さ
と
そ
の
責

任
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る（
要
）
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議
長

大
平　

四
郎(

盛
岡
施
設
分
会)

副
議
長

浅
井　

敏
治(

八
戸
工
務
分
会)

佐
々
木
正
衛(

八
戸
工
務
分
会)

工
藤　

隆
幸(

青
森
施
設
分
会)

荒
谷　

美
登(

盛
岡
施
設
分
会)

小
林　

利
明(

盛
岡
施
設
分
会)

事
務
長

奈
良
岡　

勝(

青
森
施
設
分
会)

　

第
一
二
〇
回
拡
大
地
方
委
員
会

が
、
二
月
二
八
日
（
日
）
に
岩
手

県
労
働
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）
で

開
催
さ
れ
る
。
地
方
委
員
一
五
人

は
別
記
の
通
り
。

　

な
お
、
特
別
委
員
と
し
て
支

部
・
地
区
協
議
会
・
職
能
捌
協
議

会
代
表
各
一
人
と
各
分
会
か
ら
代

表
者
一
人
が
参
加
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　

◇

＜

盛
岡
支
部
9
人＞

舘
洞　

孝
一(

盛
岡
駅
連
合
分
会)

小
野　

信
弥(

盛
岡
運
輸
区
分
会)

山
口　
　

進(

盛
岡
施
設
分
会)

工
藤　

道
弥(

盛
岡
貨
物
分
会)

今
井　

憲
俊(

花
輪
線
地
域
分
会)

照
井　

幸
男(

北
上
駅
連
合
分
会)

畠
山　
　

孝(

北
上
施
設
分
会)

熊
谷　

泰
幸(

気
仙
沼
地
域
分
会)

大
上　

利
博(

宮
古
地
域
分
会)

＜

青
森
支
部
６
人＞

高
森　

英
明(

青
森
駅
連
合
分
会)

野
坂　
　

均(

青
森
運
輸
区
分
会)

田
村　

公
治(

青
森
貨
物
分
会)

横
浜　

幸
徳(

野
辺
地
地
域
分
会)

前
田　

素
行(

八
戸
運
輸
分
会)

笹
山　

賀
庸(

八
戸
工
務
分
会)

　

委
員
会
は
、
執
行
部
か
ら
の
委

員
会
成
立
宣
言
を
受
け
、
議
長
に

畠
山
孝
委
員
（
北
上
施
設
分
会
）

を
選
出
し
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
挨
拶
に
立
っ
た
大
平
地

本
工
務
協
議
会
議
長
（
盛
岡
施
設

分
会
）
は
、
「
冬
期
体
制
に
入
り
、

毎
日
の
よ
う
に
雪
ロ
、
雪
モ
が
出

動
し
て
い
る
が
、
大
き
な
事
故
も

な
く
推
移
し
て
い
る
。
今
後
と
も

事
故
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

一
月
一
五
日
に
東
日
本
本
部
に

『
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
改
善
に

つ
い
て
』
本
社
が
提
案
を
行
い
、

今
後
地
方
に
も
提
案
さ
れ
る
。
ま

た
、
今
年
の
一
二
月
に
は
新
幹
線

が
青
森
ま
で
延
伸
開
業
さ
れ
、
並

行
在
来
線
が
青
い
森
鉄
道
に
移
管

さ
れ
る
が
、
そ
の
際
の
青
い
森
鉄

道
へ
の
出
向
及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
会

社
へ
の
出
向
な
ど
が
ど
う
な
る
の

か
、
問
題
が
山
積
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
工
務
協
議
会
に
問
題
点
な

ど
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。
そ
れ
を
集

約
し
解
明
要
求
に
生
か
し
改
善
を

図
っ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。
続

い
て
、
来
賓
の
湯
浅
米
治
東
日
本

本
部
工
務
協
議
会
議
長
（
高
崎
保

線
技
術
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
連
帯
の

挨
拶
を
受
け
、
共
に
頑
張
っ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
副
議
長
（
八

戸
工
務
分
会
）
が
決
算
、
浅
井
副

議
長
（
同
分
会
）
が
経
過
報
告
を

行
い
承
認
さ
れ
、
奈
良
岡
事
務
長

（
青
森
施
設
分
会
）
か
ら
運
動
方

針
（
案
）
を
提
案
、
討
論
は
分
散

会
報
告
と
合
わ
せ
て
翌
日
に
行
う

こ
と
を
確
認
し
て
、
五
つ
の
分
散

会
に
分
か
れ
、
Ｊ
Ｒ
職
場
の
実
態
、

出
向
先
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
日
の
会
議
を
終
え
夜
は
夕
食

懇
親
会
。
会
議
で
遅
れ
た
佐
々
木

地
本
書
記
長
や
高
嶋
地
本
顧
問
も

参
加
、
昨
年
一
二
月
に
エ
ル
ダ
ー

社
員
と
な
っ
た
若
松
前
工
務
協
議

会
議
長
か
ら
「
色
々
な
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
国
労
と
し

て
頑
張
っ
て
い
く
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
富
士
見
ハ
イ
ツ
か
ら

の
ど
ぶ
ろ
く
の
差
し
入
れ
も
あ
り
、

分
散
会
で
は
し
ゃ
べ
り
き
れ
な
か

っ
た
思
い
を
、
酒
を
酌
み
交
わ
し

な
が
ら
時
を
忘
れ
て
夜
遅
く
ま
で

お
お
い
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
佐
々
木
地
本
書
記

長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早

期
解
決
、
春
闘
、
組
織
拡
大
、
設

備
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
見
直
し
、
新

幹
線
の
青
森
開
業
に
伴
う
諸
問
題

な
ど
の
解
決
に
地
本
が
先
頭
に
闘

う
。
皆
さ
ん
に
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
の
挨
拶
を
受
け
、
分
散

会
の
報
告
と
方
針
の
討
論
に
入
り

ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
若
手
教
育
が
Ｊ
Ｒ
、

出
向
会
社
と
も
進
ん
で
い
な
い
現

状
。
Ｊ
Ｒ
に
お
け
る
若
手
教
育
に

国
労
が
排
除
さ
れ
て
い
る
現
状
。

設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
見
直
し
に

対
す
る
不
安
。
新
幹
線
の
青
森
開

業
に
伴
う
不
安
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
大
平
議
長
が
、
「
出
さ

れ
た
意
見
、
報
告
さ
れ
た
問
題
点

は
、
地
本
と
連
携
し
今
後
の
交
渉

の
中
で
明
ら
か
に
し
、
改
善
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
集
約
、
満
場

の
拍
手
で
方
針
が
承
認
さ
れ
最
後

に
大
平
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
委
員
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

　

報
告
・
副
議
長　

荒
矢　

美
登

な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
居
住
者
の

組
織
化
が
急
務
」
等
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意
見
を
受
け
、

①
自
治
体
決
議
採
択
の
取
り
組
み

を
強
め
て
い
く
②
地
区
・
県
集
会

を
適
宜
取
り
組
む
③
よ
り
幅
広
い

派
遣
役
員
の
交
流
会
を
取
り
組
む

こ
と
等
を
全
体
で
確
認
し
、
会
議

を
終
了
し
た
。

　

労
働
者
間
の
連
帯
を
強
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
地

域
共
闘
の
果
た
す
役
割
は
益
々
重

要
で
あ
る
。
国
労
が
そ
の
一
翼
を

担
え
る
よ
う
共
に
奮
闘
し
よ
う
！

に
実
施
予
定
の
宮
古
市
議
会
議
員

（
定
数
三
〇
）
に
始
め
て
の
立
候

補
を
予
定
し
て
い
る
岩
手
県
教
職

員
組
合
出
身
で
社
民
党
公
認
の
北

村
進
氏
の
推
薦
を
決
定
し
た
。
両

市
に
在
住
す
る
組
合
員
を
中
心
に

当
選
に
向
け
友
人
・
知
人
へ
の
働

き
か
け
な
ど
展
開
し
て
い
こ
う
。

　

二
氏
の
略
歴
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

＜

千
葉
悟
郎
氏＞

奥
州
市

一
九
四
一
年　

金
ヶ
崎
町
生
ま
れ

　

県
立
水
沢
高
、
國
學
院
大
學
卒

一
九
六
五
年　

岩
手
県
立
学
校
に

教
論
と
し
て
勤
務
。
大
迫
・
花

巻
北
・
一
戸
・
盛
岡
北
・
水
沢
・

千
厩
高
校
勤
務

一
九
九
九
年　

高
教
組
委
員
長

　

（
三
期
三
年
）

二
〇
〇
三
年　

水
沢
市
議
会
議
員

二
〇
〇
六
年　

奥
州
市
議
会
議
員

＜

北
村
進
氏＞

宮
古
市

一
九
六
〇
年　

田
老
町
生
ま
れ

　

県
立
宮
古
高
、
拓
殖
大
学
卒

一
九
八
五
年　

臨
時
教
職
員

一
九
八
九
年　

教
職
員
本
採
用

　

金
ヶ
崎
第
一
・
中
里
・
田
老
第

三
・
中
沢
小
学
校
に
勤
務

二
〇
〇
五
年　

岩
教
組
下
閉
伊
支

部
書
記
長
（
四
期
四
年
）
、
現

在
は
同
支
部
副
支
部
長

　

一
月
一
九
日
の
第
五
回
地
方
執

行
・
闘
争
委
員
会
で
地
方
執
行
委

員
会
は
、
三
月
に
実
施
予
定
の
岩

手
県
の
奥
州
市
議
会
議
員
選
挙

（
定
数
三
〇
）
に
三
度
目
の
議
席

確
保
む
け
立
候
補
予
定
の
岩
手
県

高
等
学
校
教
職
員
組
合
出
身
で
社

民
党
推
薦
の
千
葉
悟
郎
氏
、
四
月

　

地
方
本
部
は
一
月
三
〇
日
、
国

労
会
館
会
議
室
に
お
い
て
「
共
闘

組
織
等
派
遣
役
員
交
流
会
」
を
開

催
し
た
。
会
議
に
は
、
地
区
労
等

へ
派
遣
さ
れ
て
い
る
役
員
を
中
心

に
全
体
で
一
九
人
が
出
席
。
こ
の

間
の
県
・
地
区
に
お
け
る
共
闘
組

織
と
の
関
わ
り
が
、
一
〇
四
七
名

不
採
用
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
国

鉄
闘
争
を
我
が
身
の
こ
と
と
受
け

止
め
、
今
現
在
も
支
援
し
続
け
て

い
た
だ
い
て
い
る
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
だ
け
に
、
国
労
組
織
を
代

表
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
役
員
と

の
意
見
交
換
、
情
勢
認
識
の
一
致

を
目
的
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ
。

　

派
遣
役
員
か
ら
は
、
「
世
代
交

代
に
よ
り
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化

を
知
ら
な
い
労
組
役
員
も
い
る
。

情
勢
報
告
も
兼
ね
、
地
区
・
県
集

会
の
開
催
を
」
「
通
勤
者
が
多
く

　

国
労
東
北
協
議
会
２
０
１
０
春

　

闘
総
決
起
集
会

▽
３
月　

日
（
盛
岡
）

　

地
本
新
規
採
用
者
対
策
会
議

▽
３
月　

日
（
盛
岡
）

　

第
６
回
執
行
・
闘
争
委
員
会

▽
４
月
３
日
（
盛
岡
）

　

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
学
習
会

▽
２
月　

・　

日
（
雫
石
）

　

地
本
運
輸
協
議
会
３
分
科
交
流

　

会
▽
２
月　

日
（
盛
岡
）

　

第
１
２
０
回
拡
大
地
方
委
員
会

▽
３
月
５
日
（
仙
台
）

拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを

皆の力で」
「一緒に解消しませんか、
あなたの疑問。
加入まってます」

　
地
方
本
部
工
務
協
議
会
は
、第
二
一
回
定
期
委
員
会
を 

一
月
三
〇
日・三
一
日
に
南
部
富
士
見
ハ

イ
ツ(

雫
石
町
）で
委
員
、執
行
部
、来
賓
な
ど
あ
わ
せ
四
〇
人
の
参
加
者
の
中
で
開
催
し
た
。地

方
本
部
か
ら
は
、佐
々
木
書
記
長
が
参
加
し
た
。

　
討
論
で
は
、設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
見
直
し
問
題
や
一二
月
の
新
幹
線
の
青
森
開
業
に
伴

う
諸
問
題
な
ど
へ
の
意
見
や
不
安
の
声
が
出
さ
れ
、大
平
議
長
の「
出
さ
れ
た
問
題
点
の
改
善
に

む
け
地
方
本
部
と
連
携
し
取
り
組
む
」と
の
ま
と
め
を
受
け
、取
り
組
み
の
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

　
な
お
、役
員
改
選
も
行
わ
れ
大
平
議
長
ら
全
員
が
再
選
さ
れ
た
。

第21回地本工務協 
定　期　委　員　会 

問
題
点
集
約
し
改
善
に
努
め
る

＝＝
新
幹
線
延
伸
、メ
ン
テ
問
題
で
職
場
の
声
＝＝ 

＝＝
両
氏
の
当
選
に
組
合
員
の
協
力
を
＝＝

現
執
行
部
役
員
を
再
選

工
務
協
議
会
役
員
体
制 

第
　
回
拡
大
地
方
委
員
会

◇
2
月
　
日
・
岩
手
労
働
福
祉
会
館
◇

◇
共
闘
組
織
等
派
遣
役
員
交
流
会
◇

奥
州（
3
月
）・宮
古（
4
月
）市
議
会
議
員
選
挙

千
葉
悟
郎・北
村
進
氏
を
推
薦
決
定

「
役
員
改
選
」

21
22

1319

28

120
28


















地
域
共
闘
の
役
割
は
重
要

　

国
労
も
そ
の
強
化
に
一翼
を
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討
論
で
は
一
四
人
の
委
員
が
発

言
を
行
い
、
「
後
戻
り
す
る
こ
と

な
く
団
結
し
て
解
決
の
出
口
ま
で
。

何
と
し
て
も
二
・
一
六
集
会
の
成

功
を
」
や
、
「
三
年
で
八
人
の
拡

大
を
勝
ち
取
っ
た
。
一
つ
の
職
場

で
三
人
拡
大
。
国
労
の
運
動
を
将

来
に
残
す
た
め
に
も
拡
大
を
」
と

の
議
案
を
豊
富
化
す
る
発
言
が
出

さ
れ
、
二
〇
一
〇
春
闘
を
「
職
場

で
し
っ
か
り
取
り
組
も
う
」
と
多

く
の
委
員
が
発
言
し
た
。

　

浜
中
書
記
長
は
発
言
者
の
質

問
・
意
見
を
含
め
て
集
約
し
、
①

J
R
不
採
用
問
題
は
、
解
決
局
面

に
到
達
し
た
こ
と
を
確
認
し
、
大

衆
闘
争
・
裁
判
闘
争
な
ど
中
央
・

地
方
が
引
き
続
き
解
決
ま
で
取
り

組
む
②
二
〇
一
〇
年
春
闘
は
、
最

低
五
〇
〇
〇
円
の
賃
上
げ
獲
得
に

向
け
、
職
場
の
課
題
解
決
と
結
合

し
て
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、

政
策
課
題
・
反
合
理
化
・
組
織
強

化
拡
大
の
闘
い
に
つ
い
て
、
組
織

と
し
て
し
っ
か
り
闘
う
と
述
べ
る

と
と
も
に
、
夏
の
参
議
院
議
員
選

挙
闘
争
に
全
組
合
員
が
奮
闘
す
る

こ
と
を
訴
え
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
中
央
委
員
会
を
終
え
た
。

　

第
一
八
〇
回
拡
大
中
央
委
員
会

の
前
段
、
一
月
二
八
日
・
二
九
日

の
両
日
に
わ
た
り
交
通
ビ
ル
地
下

会
議
室
に
お
い
て
「
交
通
政
策
を

考
え
る
労
働
講
座
」
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
（
財
）
国
労
会
館

の
労
働
者
教
育
事
業
の
一
環
と
し

て
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

初
日
は
「
Ｊ
Ｒ
三
島
・
貨
物
会

社
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
て
」

と
し
て
埼
玉
大
学
・
安
藤
陽
教
授

が
講
演
。
「
分
割
・
民
営
化
の
枠

組
み
の
矛
盾
が
根
源
に
あ
る
。
地

方
（
交
通
）
線
等
の
廃
止
・
整
理

統
合
は
過
疎
化
を
加
速
さ
せ
て
い

る
」
と
し
、
「
上
下
分
離
方
式
の

検
討
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
に
必
要

な
輸
送
力
増
強
投
資
へ
の
政
府
助

成
」
な
ど
を
提
言
し
た
。

　

二
日
目
は
「
並
行
在
来
線
の
維

持
・
活
性
化
に
向
け
て
」
と
し
て

日
本
大
学
・
桜
井
徹
教
授
が
講

演
。
「
本
来
は
幹
線
輸
送
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
た
め
に
も

経
営
分
離
す
る
べ
き
で
は
な
い

が
、
並
行
在
来
線
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
も
、
政
府
補
助
は
も
と

よ
り
企
業
の
社
会
的
責
任
の
受
容

と
し
て
Ｊ
Ｒ
旅
客
会
社
へ
も
負
担

を
求
め
た
い
」
と
話
し
た
。

　

交
通
権
の
保
障
や
地
球
環
境
保

全
の
た
め
に
も
、
「
交
通
基
本

法
」
を
は
じ
め
と
し
た
陸
・
海
・

空
を
包
括
し
た
総
合
交
通
政
策
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

昨
年
の
一
一
月
二
九
日
の
第

四
五
回
地
方
本
部
家
族
会
定
期

総
会
に
お
き
ま
し
て
会
長
の
任

を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
佐
々
木
香
代
子
で
す
。

　

前
任
者
の
聡
明
な
阿
部
む
つ

子
会
長
（
青
森
）
の
後
を
つ
い

で
こ
の
私
！
・
・
・
と
大
変
悩

み
ま
し
た
が
私
に
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
努
め
て
み
よ
う
と
決
心
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

歴
代
の
会
長
さ
ん
役
員
さ
ん
の

歩
み
と
熱
い
思
い
を
し
っ
か
り
と

受
け
止
め
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に

は
ど
う
か
お
力
添
え
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
突
然
で
す
が
組
合
員
の

皆
様
は
ど
れ
く
ら
い
夫
婦
の
会
話

で
お
互
い
を
理
解
し
て
い
る
と
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
私

が
家
族
会
の
交
流
会
な
ど
で
聞
い

て
き
た
こ
と
で
す
が
「
夜
は
集
会

や
飲
み
会
」
「
学
校
に
行
事
は
二

の
次
だ
」
「
職
場
の
こ
と
は
何
も

話
し
て
は
く
れ
な
い
」
「
夫
婦
の

会
話
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
な
ど
、

日
頃
の
夫
婦
間
の
話
だ
け
で
は
知

り
え
な
い
「
不
安
」
を
妻
達
は
抱

え
込
ん
で
い
ま
す
。
奥
様
達
も
同

じ
境
遇
の
奥
様
達
と
話
す
機
会
が

あ
れ
ば
悩
み
や
不
安
が
解
消
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
場
が
「
家

族
会
」
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
会
の
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
で
職
場
や
組
合
の
活
動
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ご
主
人
達

の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
よ
り
理

解
で
き
ま
す
。
組
合
員
お
一
人

お
一
人
が
「
家
族
会
」
の
存
在

意
義
を
尊
重
し
て
く
だ
さ
る
こ

と
で
奥
様
に
一
言
「
行
っ
て
来

い
」
と
い
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

そ
う
助
言
す
る
こ
と
で
夫
婦
の

絆
は
強
く
な
り
私
た
ち
家
族
会

に
と
っ
て
も
新
し
い
会
員
が
増

え
て
い
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま

す
。

　

今
後
の
家
族
会
の
存
続
と
発

展
の
た
め
に
家
族
会
へ
の
参
加

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇

　
一二
月
一
三
日
の
日
曜
日
に
青
森

支
部
家
族
会
総
会
が
国
労
青
森
支

部
会
館
で
、九
人
の
会
員
と
支
部
役

員
、来
賓
と
し
て
奈
良
岡
克
也
県

議
、斎
藤
憲
雄
青
森
市
議
ら
一五
人

が
参
加
し
開
か
れ
た
。総
会
で
は
、

当
面
す
る
活
動
方
針
を
意
思
統
一

す
る
と
と
も
に
、新
役
員
を
選
出
し

　

一
月
二
三
日
、
東
京
・
交
通
会

館
に
お
い
て
第
二
三
回
国
労
東
日

本
婦
人
部
定
期
委
員
会
が
開
催
さ

れ
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

佐
々
木
久
恵
婦
人
部
長
の
挨
拶

で
は
、
病
院
の
職
場
で
エ
ル
ダ
ー

を
希
望
し
た
が
、
出
向
先
が
み
つ

か
ら
ず
六
〇
歳
で
退
職
に
追
い
込

ま
れ
た
事
例
、
一
昨
年
長
野
地
本

で
平
成
採
用
初
の
女
性
組
合
員
に

な
っ
た
彼
女
が
結
婚
・
出
産
・
育

児
休
暇
に
入
っ
て
い
る
こ
と
、
青

森
自
動
車
の
組
合
員
が
六
〇
歳
で

退
職
す
る
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　

討
論
で
は
、
営
業
職
場
か
ら
現

金
管
理
機
の
問
題
が
出
さ
れ
、
神

経
を
使
い
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
て
い

る
状
況
。
病
院
職
場
か
ら
は
、
エ

ル
ダ
ー
の
希
望
者
が
六
〇
歳
退
職

を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
に

つ
い
て
詳
し
く
報
告
が
あ
り
、
エ

ル
ダ
ー
希
望
者
の
た
め
の
改
善
を

東
日
本
本
部
に
要
請
し
ま
し
た
。

ま
た
、
勤
務
が
三
交
代
か
ら
二
交

代
へ
の
話
も
出
さ
れ
て
お
り
、
一

人
で
い
る
時
間
が
長
く
な
り
不
安

だ
と
の
声
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
月
末
で
六
〇
歳
定
年
退
職
す

る
工
藤
良
子
さ
ん
か
ら
、
青
森
自

動
車
営
業
所
に
臨
雇
で
採
用
さ
れ

職
員
化
の
闘
い
、
盛
岡
へ
の
転
勤

に
よ
る
裁
判
闘
争
、
よ
う
や
く
青

森
に
戻
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
ス

ワ
ロ
ー
ツ
ア
ー
へ
の
出
向
の
ま
ま

六
〇
歳
退
職
を
迎
え
、
闘
い
ず
く

め
だ
っ
た
。
国
労
組
合
員
で
な
け

れ
ば
六
〇
歳
ま
で
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。
工
藤
さ
ん
に
は
、
委

員
会
出
席
者
書
き
込
み
の
色
紙
と

記
念
カ
ッ
プ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
婦
人
部
長
が
、
工
藤
さ

ん
の
こ
れ
ま
で
の
頑
張
り
に
敬
意

を
表
し
、
「
他
労
組
の
若
い
人
た

ち
を
含
め
て
、
女
性
労
働
者
が
働

き
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
べ
終
了
し
ま
し
た
。
終

了
後
も
出
席
者
が
工
藤
さ
ん
と
懇

談
す
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　

地
本
婦
人
部
長　

小
野
寺
京
子

　

「
国
労
は
千
辛
万
苦
の
中
か
ら

積
み
上
げ
た
到
達
点
を
確
認
し
、

中
央
委
員
会
後
た
だ
ち
に
全
国
の

支
援
組
織
、
全
て
の
国
労
組
織
で

解
決
の
出
口
に
向
か
う
万
全
の
態

勢
を
整
え
、
来
る
二
・
一
六
中
央

集
会
を
成
功
さ
せ
解
決
を
掴
み
取

ろ
う
」
と
、
静
ま
り
返
る
会
場
に

響
き
渡
る
髙
橋
中
央
本
部
委
員
長

の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
た

訴
え
は
、
全
参
加
者
に
二
四
年
を

越
さ
せ
な
い
闘
い
に
中
央
・
地
方

が
一
体
と
な
っ
て
奮
闘
す
る
こ
と

を
決
意
さ
せ
る
に
相
応
し
い
挨
拶

と
な
っ
た
。

　

一
月
二
九
日
「
国
労
第
一
八
〇

回
拡
大
中
央
委
員
会
」
が
東
京
・

交
通
ビ
ル
で
中
央
委
員
・
傍
聴
者

な
ど
約
二
〇
〇
人
が
参
加
し
て
開

催
さ
れ
た
。
前
日
（
一
月
二
八

日
）
に
参
議
院
予
算
委
員
会
で
弘

友
和
夫
参
議
院
議
員
が
、
不
採
用

問
題
に
関
し
て
政
府
に
質
問
し

「
政
府
と
し
て
何
ら
か
の
対
応
策

が
必
要
な
時
は
対
応
す
る
」
（
前

原
国
交
大
臣
）
、
「
人
道
的
立
場

を
良
く
勘
案
し
な
が
ら
必
要
な
時

に
は
必
要
な
行
動
を
す
る
」
（
鳩

山
総
理
大
臣
）
と
答
弁
し
た
内
容

の
配
布
、
ま
た
「
国
鉄
労
働
組
合

の
益
々
の
発
展
を
祈
念
す
る
」
と

の
、
小
沢
一
郎
民
主
党
幹
事
長
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
な
ど
、
政

治
解
決
に
向
け
た
動
き
を
実
感
さ

せ
る
中
央
委
員
会
と
な
っ
た
。

　

田
中
副
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で

始
ま
っ
た
委
員
会
は
、
三
〇
人
中

二
九
人
の
中
央
委
員
の
出
席
を
確

認
し
、
議
長
に
佐
々
木
力
委
員

（
盛
岡
）
、
副
議
長
に
坂
本
一
郎

委
員
（
近
畿
）
を
選
出
、
前
述
の

髙
橋
委
員
長
の
挨
拶
、
岡
田
尚
弁

護
士
の
横
浜
人
活
裁
判
報
告
、
小

池
業
務
部
長
の
協
約
・
協
定
締
結

承
認
に
続
き
浜
中
書
記
長
が
当
面

す
る
闘
争
方
針
案
を
提
案
し
た
。
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

















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

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



終
わ
っ
た
。

　

新
役
員
体
制
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

会　
　

長　

阿
部
む
つ
子　

青
森

副
会
長　

北
上　

洋
子　

八
戸

事
務
局
長　

佐
々
木
ゆ
か
り　
青
森

常
任
委
員　

佐
々
木
春
枝　

八
戸

　
　
　
　
　

田
崎　

睦
子　

青
森

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

陸・海・空
の
総
合
交
通
政
策
が
必
要

「
交
通
政
策
を
考
え
る
労
働
講
座
」

エ
ル
ダ
ー
制
度
の
改
善
を
要
請

◇
東
日
本
本
部
婦
人
部
定
期
委
員
会
◇

一言
家
族
会
に「
行
っ
て
来
い
」の
助
言
を

地
本
家
族
会
新
会
長　

佐
々
木
香
代
子（
盛
岡
）

会
長
に
阿
部
む
つ
子
さ
ん

＝＝
青
森
支
部
家
族
会
総
会
＝＝

　

互
助
会
の
「
期
末
手
当
付
加

給
付
制
度
」
は
、
病
気
等
の
欠

勤
で
期
末
手
当
に
期
間
率
が
適

用
と
な
っ
て
減
額
さ
れ
た
組
合

員
の
生
活
保
障
を
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

制
度
発
足
以
来
七
年
を
経
過

し
今
日
ま
で
給
付
件
数
は
六
〇

件
を
超
え
、
給
付
金
も
七
〇
〇

万
円
ほ
ど
支
払
い
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　

給
付
を
受
け
ら
れ
た
組
合
員

か
ら
は
「
付
加
給
付
制
度
」
に

加
入
を
し
て
い
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
声
を
大
に
し
て
喜
ば
れ
、

互
助
会
と
し
て
生
活
保
障
の
一

躍
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

是
非
、
こ
の
機
会
に
、
も
う

一
度
身
の
回
り
を
考
え
、
今
制

度
に
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
と
致
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
二
〇
一
〇

年
四
月
期
加
入
と
な
り
ま
す
。

掛
金
は
、
二
〇
一
〇
年
四
月
か

ら
徴
収
し
、
給
付
発
生
は
、
今

年
の
年
末
手
当
減
額
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　

そ
れ
以
降
の
加
入
時
期
は
、

毎
年
四
月
と
一
〇
月
を
加
入
・

増
口
月
間
と
し
ま
す
。

『
掛
金
』

月
額
一
口　

二
〇
〇
円

互
助
会
加
入
口
数
を
限
度
と
す

る
。

『
給
付
金
』

期
間
率
一
日
に
つ
き
、
一
、
〇

〇
〇
円
給
付
。

《
互
助
会
加
入
が
条
件
》

＝
三
月
一
五
日
迄
に
手
続
き
を
＝

◎
「
期
末
手
当
付
加
給
付
」
の

加
入
資
格
は
、
現
行
互
助
会
に

加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
な

り
ま
す
の
で
、
互
助
会
未
加
入

者
で
「
期
末
手
当
付
加
給
付
制

度
」
の
加
入
を
希
望
の
方
は
互

助
会
加
入
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

「
互
助
会
」
及
び
「
末
期
手

当
付
加
給
付
制
度
」
の
加
入
手

続
き
は
、
三
月
一
五
日
ま
で
分

会
担
当
者
ま
た
は
、
互
助
会
事

務
局
へ
直
接
電
話
で
加
入
の
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

〈掛金徴収〉
　・2010年４月から
〈給付発生〉
　・2010年年末手当減額分から
〈期間率調査期間〉
　・2010年４月１日～
　　　　　　2010年９月30日
〈問い合わせ先〉地本互助会
　TEL（ＪＲ）０３３－２２７６
　TEL（ＮＴＴ）０１９－６５２－４８４１

4月期加入・増口案内
期末手当付加給付制度

地本互助会だより

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

自
分
と
家
族
の
た
め
に

＝＝
期
末
手
当
付
加
給
付
制
度
＝＝

万
が
一
に
そ
な
え
よ
う

自
分
と
家
族
の
た
め
に

＝早期解決への意思統一をはかった委員会＝

第１８０回拡大
中 央 委 員 会

「
不
採
用
事
件
」解
決
局
面

中
央・地
方
一体
の
奮
闘
を


